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選考会について

選 考 日

R2年6月8日(月)

9時～17時の間で30分程度

選 考 方 法

面接、筆記試験
※筆記用具持参

選考結果通知日

R2年6月12日(金)

申込書提出先/選考場所

ライブビジネススクール

訓練科名 情報処理技術者養成科 訓練期間 令和5年11月15日(水) ～令和6年5月14日(火) (6か月)

訓練目標

■ ITパスポート試験及び基本情報技術者試験の資格取得及びスキル習得を目指す  
■ PHPプログラミング及びWebクリエイターの資格取得及びスキル習得を目指す 
■ 情報処理技術者能力認定試験の資格取得及びスキル習得を目指す  
■ 就職活動に有利で洗練されたポートフォリオの完成を目指す  
■ 就職活動で通用する履歴書/職務経歴/ジョブ・カードを作成する 
■ 訓練カリキュラムに沿った希望する企業への早期就業を目指す  

訓練概要 基本情報処理技術・PHPプログラミング・HTML/CSSを通して、IT・Web業界で活躍できる知識スキルを学ぶ

取得可能
な資格

IPA：独立行政法人 情報処理推進機構

■ ITパスポート試験（任意受験、受験日：毎月実施）              

■ 基本情報技術者試験（任意受験、受験日：4月実施）

サーティファイ（任意受験、受験日：訓練期間中随時）
■ 情報処理技術者能力認定試験 2級、3級            
■ webｸﾘｴｲﾀｰ能力認定試験 エキスパート
■ Excel表計算処理技能認定試験 3級

PHP技術者認定機構（任意受験、受験日：試験会場の日程による）

■ PHP技術者認定試験

訓

練

の

内

容

科 目 科 目 の 内 容 合計 学科 実技

オリエンテーション オリエンテーション（入校式・修了式を除く） 6 6

ICT･Web基礎知識
インターネットの仕組み、Webサイトの基礎知識、サーバーとは、クラウドサービスとは、電子メールアカウント取得、

SNS情報発信 
12 12

ﾊﾟｿｺﾝ表計算基礎 Excel基礎知識、データの入力、表の作成、数式の入力、複数シートの操作、グラフの作成、データベースの利用 24 6 18

HTML・CSS基礎 HTMLの基本、HTMLの記述、CSSの基本、CSSの記述 60 60

PHPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語基礎

PHPとは、テキストと数の操作、判定と繰り返し、配列の操作、関数とファイル、オブジェクトの操作、Webフォームの

作成、データベース、ファイルの操作、クッキーとセッション、他サービスとの連携、デバッグ、プログラムの正しい動

作、ソフトウェア開発の心得、日付と時刻、パッケージ管理、メールの送信、フレームワーク、コマンドラインPHP 

84 24 60

PHPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語応用 グループ企画制作、デザイン、コーディング、制作物プレゼンテーション 30 30

基礎理論
離散数学、応用数学、情報・通信・制御に関する理論、データとデータ構造、アルゴリズム、プログラミング、プログラ

ム言語、マークアップ言語
36 36

コンピュータシステム
プロセッサ、記憶装置、補助記憶装置、バス、電子回路の構成部品、入力インターフェース、入出力装置、システム

の構成、評価指標、OS、ミドルウェア、開発支援ツール、ファイル管理、OSS
36 36

技術要素 ヒューマンインタフェース、マルチメディア、ネットワーク、セキュリティ、データベース操作、データベース言語（SQL) 78 78

開発技術

システム開発の流れ、システム要件定義、システム設計の流れ、システム方式設計、ソフトウェア要件定義・方式設

計、システムの設計手法、レビュー、ソフトウェアの品質、ソフトウェア構築、テスト、ソフトウェアユニットテスト、ソフト

ウェア結合テスト、ソフトウェア適格性確認テスト、システム結合テスト、システム適格性確認テスト、導入、受入支援

運用・保守、開発プロセス・手法、開発環境の管理、構成・変更管理

42 42

プロジェクト・マネ

ジメント
プロジェクトマネジメントの目的と考え方・知識エリア 12 12

サービスマネジメント
サービスマネジメント、サービスマネジメントシステムの計画・運用、パフォーマンス評価と改善、サービスの運用、

ファシリティマネジメント、システム監査、内部統制
18 18

システム戦略
情報システム戦略・設計・管理手法、業務プロセス、ソリューションビジネス、システム活用促進・評価、システム化

計画、要件定義、調達計画・実施
12 12

経営戦略
経営戦略手法、マーケティング、ビジネス戦略と目標・評価、経営管理システム、技術開発戦略・計画、e-ビジネス、

ビジネスシステム、エンジニアリングシステム、第4次産業革命、民生機器・産業機器
18 18

企業と法務
経営・組織論、ＯＲ・ＩＥ、会計・財務、知的財産権、情報セキュリティ関連・労働関連・取引関連法規、ガイドライン・技

術者倫理・標準化関連
30 30

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ作成演習 HTML、CSS、PHPプログラミング、データベース等を活用した制作 48 48

総合演習 各検定試験対策 24 24

就職支援 キャリア形成、就職について、履歴書・職務経歴書作成、ジョブ・カード作成支援、就職面談対策、応募書類作成 24 24

社会人基礎力講習
アイスブレイク、自己理解・他者理解、ビジネスマナー、会社が求める人材、訓練受講・就職に向けた決意表明、自

分の強み弱みの表現、働くことの価値、今後のキャリア形成、職業人講話、職場見学 
60 60

１日の訓練時間
9時00分～15時30分

訓練時間 6時限(50分授業)
休憩時間 90分(昼休憩50分)

総訓練時間 654時間
（日数 110日）

学科 294時間
実技 360時間

訓練修了するには、学科・実技の訓練設定時間のそれぞれ８０％以上の受講が必要です。 詳しくは訓練校までお尋ねください。 
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